「彼岸過迄」読書メモ
　漱石は、明治４４年年末から「彼岸過迄」を書き始めた。

　この作品は、いわゆる三部作「三四郎」「それから」「門」の欠陥を埋めようと考え、主人公たちの行為や心理の複雑な動きと変化を、社会とのかかわりの中で照らし出そうとした。「雨の降る日」の部分には、末娘ひな子の急死への無念が表現されている。

　４４年２月、文部省から文学博士号の授与という通達を受けたが、漱石は辞退した。

　文部省は発令済みだから辞退できないと言い渡したが、彼は徹頭徹尾拒み続け、対立は２カ月に及んだ。文部省あての書状草稿にはこうある。

「今日迄ただの夏目なにがしとして世を渡ってまいりましたし、是から先も矢張りタダの夏目なにがしで暮らしたい希望を持っております。従って、私は博士の学位をいただきたくないのであります。」

文部省はこれを認めなかったので、新聞紙上で公表して対抗した。
